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「組織の規模に応じた補助や支援を！」

「何があるかわからない時代。
早めのゴール設定を行った上で検討を！」

●防災市民組織について

「継続時、一律に３万円補助している。
検討課題として継続的検討を進める」



「全体訓練など一斉にオール調布で
実践的訓練を実施する年があっても良いのでは？」

●防災訓練について

「現在、シェイクアウト訓練が全体訓練にあたる」

「防災課だけでは困難だが、
もうちょっと大きな意味での
統制訓練なども今後検討したい」



●災害時の情報伝達について

「市内に１１５台の防災行政無線を
設置しており、増設した例もある。
周囲へのマンション建設などで影響
ある地域など、今後の対応課題」

「聞こえない」

「聞こえにくい」

「防災行政無線が聞こえにくい、聞こえない
苦情への対応は？」

「喫緊に現状把握を！把握しないと
対策も取れない。取組の抜本的強化を。
フリーダイヤルで放送された内容の確認ができる周知を」



「マイタイムラインの
活用を！」

●マイタイムラインの活用について

「市としても積極的に
周知・啓発を行って
いきたい。
マイタイムラインは、
個々の状況を確認する
意味でも非常に有効な
ツールと認識」


